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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 2,194 2.0 △215 ― △249 ― △179 ―

22年3月期第2四半期 2,152 △35.7 △469 ― △472 ― △251 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △21.78 ―

22年3月期第2四半期 △30.29 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 33,677 10,101 29.9 1,223.09
22年3月期 45,534 10,402 22.8 1,259.30

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  10,081百万円 22年3月期  10,380百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

当社は、下記「３．平成23年３月期の連結業績予想」における事由により、予想配当金については記載を控えさせていただいております。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 7.50 7.50

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― ― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
当社及び当社グループ（以下、「当社」という。）の主たる事業である商品先物取引業は事業の特性上、営業収益において、商品市況、為替相場等の市場
環境の動向により大きく影響を受ける傾向にあります。当社はこの状況において、業績予想を適正かつ合理的に行うことは非常に困難であることから、業
績予想の開示・公表は、株主・投資家の皆様の合理的な判断の形成に有用とはいえないと判断されるため、業績予想の開示を控えさせていただいており
ます。それに代えて、決算数値が確定したと考えられる時点で四半期及び通期の業績速報値の開示を実施いたしてまいります。 



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「当四半期の連結業績等に関する定性的情報 (3) 連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P４「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 8,897,472株 22年3月期  8,897,472株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  654,453株 22年3月期  654,352株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 8,243,019株 22年3月期2Q 8,299,372株
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※ 当社は、以下のとおり「平成23年３月期第２四半期累計期間(連結）決算会社説明 資料」を

当社ホームページに掲載する予定です。  

掲載予定日   平成22年11月15日(月） 

○添付資料の目次
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当第２四半期連結累計期間の我が国経済は、ギリシャの債務不安から南欧を中心にソブリンリスクが

高まり世界的に株価が下落、日経平均株価も急落場面となり、６月以降、総じて軟調に推移、9,500円

を中心としたボックス圏での動きとなりました。 

商品相場も、ギリシャ問題から欧州全体の財政悪化が懸念されニューヨーク原油が５月に急落、国内

エネルギー市場も追随する動きとなりました。ニューヨーク市場が原油在庫減少を背景に安値から反発

すると国内市場も堅調に推移、その後は米国経済指標の悪化からニューヨーク市場が下落、国内市場も

円高・ドル安が進んだこと等も手伝って急落場面となりました。 

金は欧州通貨不安を背景に逃避的な金買い需要が高まりニューヨーク市場が反発、国内市場も堅調な

推移となりました。ファンドの整理売りから軟化した後、ニューヨーク市場の新高値を好感し、これに

追随する動きとなりました。白金はジョンソンマッセイ社の強気な需給見通しを背景に堅調な推移とな

りましたが、世界的景気減退から需要減少懸念が広がり大きくレンジを切り下げました。その後、米国

金融追加緩和政策からインフレを連想した買いが誘発され上昇に転じました。 

ゴムは旺盛な需要を背景に堅調に始まりましたが、中国政府の備蓄ゴムを放出するとのニュースに急

落場面となりました。その後は270円を中心としたボックス圏での推移の後、上海市場の堅調からレン

ジを上に離れると上昇基調を形成し４月以来の300円台に到達しました。 

穀物はコーン・大豆共に中国のまとまった買付けが支援要因となり堅調な推移、その後も天候プレミ

アムを織り込む形で徐々に下値を切り上げていきました。ファンド筋の買いに堅調なシカゴ市場に追随

する形で続伸、全米需給報告における在庫率の低下予想も上昇に拍車をかけました。 

ドル円相場は、90円台を割り込むと徐々にドル安が進行、円安に振れた場面もありましたが、その後

はドルが軟化しました。９月には日銀が２兆円規模の介入を行ったことから、86円手前まで一気に円

安・ドル高となりましたが、低調な米景気指標を背景に再度ドル安が進行し、９月30日には83.16円ま

で下落しました。 

このような環境のもとで、当社グループにおける当第２四半期連結累計期間の商品先物の売買高は

1,158千枚(前年同期比31.2％減)となり、受取手数料は2,054百万円(同5.3％増)、売買損益は111百万円

(同34.1％減)の利益となりました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、営業収益2,194百万円（前年同期比2.0％増)、経

常損失249百万円(前年同期は472百万円の経常損失)、四半期純損失179百万円(前年同期は251百万円の

四半期純損失)となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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当第２四半期連結会計期間末の資産総額は33,677百万円、負債総額は23,576百万円、純資産は 

10,101百万円となっております。当第２四半期連結会計期間末の資産総額33,677百万円は前連結会計

年度末45,534百万円に比べて11,856百万円減少しておりますが、この内訳は流動資産が11,842百万

円、固定資産が14百万円それぞれ減少し、流動資産では主に「差入保証金」9,411百万円、また固定

資産では主に「有形固定資産」56百万円がそれぞれ減少しております。負債総額23,576百万円は、前

連結会計年度末35,131百万円に比べて11,555百万円減少しておりますが、この内訳は、流動負債が

11,473百万円の減少、固定負債が19百万円の増加となり、流動負債では主に「金融商品取引保証金」

9,573百万円、「預り証拠金代用有価証券」1,197百万円がそれぞれ減少しております。当第２四半期

連結会計期間末の純資産10,101百万円は前連結会計年度末10,402百万円に比べて300百万円減少して

おりますが、この内訳は株主資本241百万円、評価・換算差額等57百万円がそれぞれ減少となってお

ります。 

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という。）

は、差入保証金や金銭の信託等の減少による収入があったものの、金融商品取引保証金や預り取引保

証金等の減少による支出が増加した結果、前連結会計年度末に比べて1,090百万円の減少となり、当

第２四半期連結会計期間末は、2,863百万円(前年同期比27.6％減)となりました。 

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の使用は、806百万円（前年同期は535百

万円の取得）となりました。これは、金融商品取引保証金や預り取引保証金等の減少による支出等

によるものであります。 

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の使用は、43百万円（前年同期は58百万

円の使用）となりました。これは、有形固定資産及び無形固定資産等の取得による支出等によるも

のであります。 

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の使用は、204百万円（前年同期は1,187

百万円の使用）となりました。これは、短期借入金等の返済による支出等によるものであります。

  

当社の主たる事業である商品先物取引業は事業の特性上、営業収益において、商品市況、為替相場等

の市場環境の動向により大きく影響を受ける傾向にあります。当社は、このような状況において、業績

予想を適正かつ合理的に行うことは非常に困難であることから、業績予想の開示・公表は、株主・投資

家の皆様の合理的な判断の形成に有用とはいえないと判断されるため、業績の開示を控えさせて頂いて

おります。それに代えて、決算数値が確定したと考えられる時点で四半期及び通期の業績速報値の開示

を実施いたしてまいります。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

①資産、負債、純資産の状況

②キャッシュ・フローの状況

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変動がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率の見積に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を、重要なものに限定しております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用して

おります。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号平成20

年３月31日）を適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失は、1,044千円それぞれ増加し、税

金等調整前四半期純損失は、26,287千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資

産除去債務の変動額は5,977千円であります。 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき「財務諸

表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内

閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損

失」の科目を表示しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

②固定資産の減価償却の算定方法

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

④四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

税金費用の計算

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

会計処理基準等の改正に伴う変更

①資産除去債務に関する会計基準

②四半期連結損益計算書関係
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,200,105 4,391,991

売掛金 17,071 －

委託者未収金 601,452 360,365

有価証券 155,165 98,067

商品 33,403 33,210

保管有価証券 7,530,219 8,770,488

差入保証金 10,813,497 20,225,317

金銭の信託 1,814,000 2,563,000

その他 1,793,462 1,358,072

貸倒引当金 △1,005 △1,065

流動資産合計 25,957,373 37,799,447

固定資産

有形固定資産 4,036,866 4,092,938

無形固定資産 255,215 250,749

投資その他の資産

その他 4,233,599 4,240,632

貸倒引当金 △805,243 △849,245

投資その他の資産合計 3,428,355 3,391,386

固定資産合計 7,720,437 7,735,074

資産合計 33,677,810 45,534,521

負債の部

流動負債

委託者未払金 190,076 120,323

短期借入金 918,600 1,018,600

未払法人税等 20,210 24,047

賞与引当金 73,992 102,752

預り証拠金 6,492,551 6,674,437

預り証拠金代用有価証券 7,525,537 8,722,548

預り取引保証金 1,512,315 2,305,251

金融商品取引保証金 4,419,553 13,993,124

その他 933,308 598,216

流動負債合計 22,086,145 33,559,300

固定負債

長期借入金 46,300 55,600

退職給付引当金 655,639 657,812

役員退職慰労引当金 239,230 239,230

その他 361,678 330,777

固定負債合計 1,302,848 1,283,419
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

特別法上の準備金

商品取引責任準備金 183,357 286,134

金融商品取引責任準備金 3,748 3,078

特別法上の準備金合計 187,105 289,213

負債合計 23,576,099 35,131,933

純資産の部

株主資本

資本金 1,722,000 1,722,000

資本剰余金 1,104,579 1,104,579

利益剰余金 7,646,283 7,887,462

自己株式 △304,752 △304,726

株主資本合計 10,168,111 10,409,315

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11,889 29,478

為替換算調整勘定 △74,266 △58,209

評価・換算差額等合計 △86,156 △28,731

少数株主持分 19,755 22,004

純資産合計 10,101,710 10,402,588

負債純資産合計 33,677,810 45,534,521
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(2) 四半期連結損益計算書

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業収益

受取手数料 1,950,846 2,054,756

売買損益 169,694 111,856

その他 31,697 27,983

営業収益合計 2,152,239 2,194,596

営業費用

販売費及び一般管理費 2,622,161 2,410,048

営業費用合計 2,622,161 2,410,048

営業損失（△） △469,922 △215,452

営業外収益

受取利息 8,452 4,262

受取配当金 11,762 11,342

社債償還益 458 －

その他 26,216 9,900

営業外収益合計 46,889 25,505

営業外費用

支払利息 14,283 12,696

為替差損 27,511 40,482

貸倒引当金繰入額 4,243 －

その他 3,285 6,272

営業外費用合計 49,324 59,452

経常損失（△） △472,356 △249,398

特別利益

商品取引責任準備金戻入額 － 102,777

投資有価証券売却益 － 407

貸倒引当金戻入額 72,222 31,742

固定資産売却益 － 936

特別利益合計 72,222 135,864

特別損失

金融商品取引責任準備金繰入額 840 670

投資有価証券売却損 4,016 －

有価証券評価損 － 28,131

減損損失 － 41,608

リース解約損 5,279 －

訴訟関連損失 － 102,777

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25,242

会員権売却損 3,066 －

固定資産除売却損 － 1,185

その他 5,550 －

特別損失合計 18,753 199,616

豊商事㈱（8747）平成23年３月期　第２四半期決算短信

7



(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

税金等調整前四半期純損失（△） △418,887 △313,150

法人税等 △169,850 △131,449

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △181,700

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2,355 △2,177

四半期純損失（△） △251,391 △179,523
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △418,887 △313,150

減価償却費 89,671 95,171

減損損失 － 41,608

固定資産除売却損益（△は益） － 248

貸倒引当金の増減額（△は減少） △54,669 △44,062

賞与引当金の増減額（△は減少） 33,772 △28,760

退職給付引当金の増減額（△は減少） 115,600 △2,172

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,400 －

受取利息及び受取配当金 △20,215 △15,604

社債償還損益（△は益） △458 －

支払利息 14,283 12,696

為替差損益（△は益） 19,498 2,393

投資有価証券売却損益（△は益） 4,016 △407

有価証券評価損益（△は益） － 28,131

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25,242

委託者未収金の増減額（△は増加） △236,423 △251,652

差入保証金の増減額（△は増加） △3,543,237 9,392,368

金銭の信託の増減額（△は増加） 1,650,000 749,000

預り証拠金の増減額（△は減少） △1,818,491 △151,266

預り取引保証金の増減額（△は減少） △1,699,815 △792,935

金融商品取引保証金の増減額（△は減少） 4,406,979 △9,573,571

商品取引責任準備金の増減額（△は減少） － △102,777

商品取引責任準備預金の増減額（△は増加） － 103,307

その他の売上債権の増減額（△は増加） － △17,071

たな卸資産の増減額（△は増加） 38,322 △193

委託者未払金の増減額（△は減少） △20,288 74,876

その他 1,707,317 △69,727

小計 260,574 △838,307

利息及び配当金の受取額 15,781 15,336

利息の支払額 △15,087 △12,111

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 274,648 29,054

営業活動によるキャッシュ・フロー 535,916 △806,027
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △117,657 －

有価証券の取得による支出 △1,005 △1,571

有形固定資産の取得による支出 △5,354 △18,853

有形固定資産の売却による収入 － 14,613

無形固定資産の取得による支出 △16,930 △52,435

投資有価証券の取得による支出 △2 △4

投資有価証券の売却による収入 64,788 120

貸付による支出 △4,696 △800

貸付金の回収による収入 16,819 5,399

その他 5,133 9,805

投資活動によるキャッシュ・フロー △58,907 △43,727

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入による収入 100,000 －

短期借入金の返済による支出 △100,000 △100,000

長期借入金の返済による支出 △9,300 △9,300

社債の償還による支出 △1,060,825 －

自己株式の取得による支出 △36,277 △26

配当金の支払額 △61,501 △61,501

その他 △19,604 △34,054

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,187,508 △204,882

現金及び現金同等物に係る換算差額 △14,245 △35,448

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △724,744 △1,090,085

現金及び現金同等物の期首残高 3,306,960 3,953,714

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,582,215 2,863,628
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該当事項はありません。 

  

事業の種類として、「商品先物取引関連事業」及び「不動産管理その他の事業」に区分しております

が、全セグメントの営業収益の合計、営業利益の合計額に占める「商品先物取引関連事業」の割合が、

いずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

全セグメントの営業収益の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

海外営業収益は、連結営業収益の10％未満のため、海外営業収益の記載を省略しております。 

当社グループは、主として商品先物取引の受託取引、自己売買及び外国為替証拠金取引の受託取引並

びに自己売買業務等の金融商品取引業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(事業の種類別セグメント情報)

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

(所在地別セグメント情報)

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

(海外売上高)

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

(セグメント情報)

(追加情報)

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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